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聞新道水下本

水
循
環
に
高
い
関
心

抄
路
雑
浅
野
教
授
が
基
調
講
演

総鋼確練廂鴻却紅般獅殻涼一は湖釉際市鵡雅荘即僻虚宰の
四
団
体
主
催
の

「水
循
環
の

計
画
と
設
計
」
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

が
‐６
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
プ

リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
で
開
催
さ
れ

た
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
だ

け
に
行
政
関
係
者
ら
約
３
０
０

名
が
詰
め
か
け
、
立
ち
見
が
出

る
ほ
ど
の
盛
況
を
み
せ
た
。

基
調
講
演
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
名
誉
教
授

・
土
木
研
究

所
フ

ェ
ロ
ー
の
浅
野
孝
氏
が

「持
続
可
能
な
水
資
源
と
し
て

の
処
理
水
再
利
用
」
、
東
京
大

学
大
学
院
工
学
科
教
授

・
国
際

水
学
会
副
会
長
の
大
垣
員

一
郎

氏
は

「水
循
環
を
め
ぐ
る
諸
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
球
温
暖

化
に
よ

っ
て
起
こ
り
得
る
シ
ナ

リ
オ
、
水
再
利
用
の
促
進
要
因
、

水
循
環
系

・
水
資
源
の
脆
弱
性

等
を
指
摘
し
、

「総
合
的
な
地

域
に
基
づ
い
た
水
資
源
計
画
」

「地
域
循
環
に
よ
る
水
再
利
用

シ
ス
テ
ム
」

「化
学
技
術
開
発

の
促
進
」

「リ
ス
ク
の
合
意
形

成
手
法
」
の
重
要
性
を
説
い
た
。

つ
づ
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
国
土
技
術
政

策
総
合
研
究
所
下
水
道
研
究
部

長
の
藤
木
修
氏
、
パ
ネ
ラ
ー
に

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
教
授
の
船
水
尚
行
氏
、
京
都

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

の
田
中
宏
明
氏
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
Ｇ
Ｗ

Ｊ
代
表
の
吉
村
和
就
氏
、
大
阪

府
下
水
道
課
計
画
グ
ル
ー
プ
長

の
小
林
保
氏
の
四
氏
が
顔
を
輌

え
、
水
循
環
の
中
で
の
サ
ニ
テ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
役
割
、
開
発

途
上
国
て
の
水
を
め
ぐ
る
衛
生

状
態
、
さ
ら
に
は
都
市
に
お
け

る
水
の
再
利
用
、
再
利
用
に
関

わ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
水
循
環
を
め
ぐ
る
意
見
交
換

を
行

っ
た
。

会
場
と
の
質
疑
応
答
の
な
か

で
田
中
教
授
は
、
環
境
ホ
ル
モ

ン
を
は
じ
め
微
量
有
害
物
質
の

問
題
に
つ
い
て

「環
境
ホ
ル
モ

ン
の
基
礎
的
デ
ー
タ
が
出
て
き

て
お
り
、
世
界
的
に
も
基
礎
研

究
が
す
す
み
つ
つ
あ
る
。
女
性

ホ
ル
モ
ン
だ
け
で
な
く
他
に
も

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
人
間
の

健
康

へ
の
影
響
に
つ
い
て
こ
れ

か
ら
解
明
さ
れ
て
ゆ
く
だ
ろ

＞っ
」
。

ま
た

「水
道
原
水
中
の
残
留

医
薬
品
の
問
題
に
つ
い
て
は
発

生
源
で
集
め
る
方
法
、
あ
る
い

は
膜
や
オ
ゾ
ン
で
除
去
す
る
方

法
が
あ
る
が
、
殺
菌
作
用
の
あ

る
洗
剤
を
水
洗
ト
イ
レ
等
か
ら

下
水
道
に
流
す
と
下
水
処
理
に

悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
知

っ

て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
な

ど
と
述
べ
た
。

熱 心 に耳 を傾 ける出 席 者 ら


